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＜リレーエッセイ＞ 

「コロナについて思う事」 

比良雪稜会 秋本邦和 

コロナ騒動が始まって半年近くになりました。当初は他国で起こっている“はやり病い”程度で、身

近なものとは感じていませんでしたが、ダイヤモンドプリンセス号で感染者続出や志村けんさんな

どの著名人があっけなく亡くなったり、私の周りでも色んな企画が延期や中止になり、行動範囲が

狭まっていきました。 

春先の緊急事態宣言から外出８割削減、テレワーク、３密、ソーシャルディスタンス、ステイホーム

を経て緊急事態宣言解除と一旦は収束に向かうかと思われましたが、ここにきて再び感染者数が増

えています。東京や大阪など大都市の感染者増大が連日報道されていますが、我々の足元の滋賀県

も例外ではありません。６月末まで１００人で止まっていましたが、７月に入りほぼ毎日感染者が

確認され、７月一か月で７０人、８月に入っては一週間で１００人と連日過去最多を更新していま

す。 

最初は 20～30 代の若者。徐々に 40～50代に。今は 60 代以上の高齢者に広がってきており、感染源

とかクラスター源も夜の街～職場～家庭内感染へと対策を講じにくい方向へ広がっています。 

若者はもともと行動半径が広く、通勤もありやむを得ないと思う反面、無症状・無自覚・無責任から

職場感染や家庭内感染～高齢者への感染を引き起こす原因となっています。「まさか自分が感染する

とは思っていなかった」という根拠のない自信はどこから来るのでしょうか。 

 

ところで現在の国（政府）の施策を皆さんはどう感じていらっしゃいますか？感染拡大第一波では

緊急事態宣言からステイホームで感染を抑え込み、日本モデルなどと自賛しました。ところが今の

第二波（国はあえて第二波とは認めていないが）では経済回復に舵を切り、GO-TO-トラベルを強行し

ています。当初感染が収束してからのキャンペーンを閣議決定していたはずでしたが、前倒しで東

京を除外しての強行です。現在、各方面から中止・延期の声が上がっているにもかかわらず、強硬姿

勢は変わりません。何故でしょう？ 

全国旅行業協会（志帥会）会長が自民党幹事長の二階俊博である事は関係ないでしょうか。 

メディア報道でもほとんどこの事は語られていませんが、政府、官僚の忖度は無いのか？ 

野党からもあまり追及されていないようです。国会を休会している場合でしょうか？ 

 

緊急事態宣言解除をきっかけに、我々山岳会も例会実施等活動を再開していますが、はたして大丈

夫でしょうか？確かに登山はアウトドアスポーツで、山に入れば感染リスクは低い。しかし入山方

法によっては密が生じるし、山小屋やテント内での密は避けられないかもしれない。幕営単独行な

ら感染リスクは減るが、遭難リスクがあがる。県連をはじめ、我々山岳会の運営にかかわる者として

は山行メンバーのクラスター化は何としても避けなければなりません。ワクチンや治療薬の開発を

待ち、治療法の確立後の通常活動を考えてはどうでしょうか？                    

 



3 

 

≪寄稿≫ 

安全について 

会長 友永芳和 

〇「事故が起こったら」 

事故は全く予期しない形で突然起きるものです。その時に冷静に判断しないと、アトで大変な事になりま

す。もうダメなどと考えずに、その次に何をすべきかを考えなければなりません。 

 山行の途中で事故が起きたら 

 ①応急手当をし、自らのパ－ティで搬出する。 

 ②周囲のパ－ティに助けを求める。 

 ③一人が事故者に付き添い、他のメンバ－が助けを求めに走る。 

 ④周囲に誰もおらず、その場で動けないまま野垂れ死にを待つ。 

 などが考えられます。④は冗談でもありますが、計画書を出さずに一人で行けば、その可能性もゼロでは

ありません。 

●まず落ち着いて判断を 

 事故が起きたら、まず落ち着く事です。慌てずに何が起きたかを冷静に把握する。次に事故者の傷病の

程度、周囲の状況を正確に判断しましょう。できれば事故を起こしたパ－ティが自力で脱出、または搬出す

るのがベストです。他に助けを求めている間に、事態がもっと悪くなるかも知れません。ケガの状態、応急

手当から、どう搬出するか、パ－ティだけで運び下せるか、などの判断を的確にして、最後まであきらめず

に、可能な手立てを追求しましょう。 

●万一の場合に備えて 

 救急法、事故対策などについて、一通り身に着けておく必要があります。これは心構えとか知識・技術以

前の、登山者としての社会的責任でもあると思います。救急法を身に着けておくことは、実際に使う使わな

いは別にして心強いと思います。 

●事故防止とは 

 起こるかも知れない、あるいは起こり得る事故を未然にくい止めることです。「そんな危ない山登りはしな

い」「危ない山には行かない」「僕は事故を起こさない」良く聞く言葉です。そう言われたら「危なくない山登り

ってどんな山登りですか？」「危なくない山って、どんな山ですか、どこにありますか？」って聞いてみましょ

う。しっかりした返事のできる人はいないはずです。「事故を起こさない」って断言している人は、まったく根

拠のないものであったり、この程度の山で事故など起こるものか、と言う主観的な判断をしている人がほと

んどで、その事が怖いのです。 

何が起こるか判らないのが山。この事をしっかり頭に刻み込んで、それを前提に、山で起こる様々な事に対

処できる、知識・技術・体力を身に着け、実際に実行できるようになることが、事故防止の最大の前提です。 

●事故防止の特効薬はない！  

事故を未然に防止する特効薬はありません。毎回、毎回、繰り返し、繰り返し、遭難事故の恐ろしさと、愚か

さ、危険性と可能性を、耳にタコができるくらい、口を酸っぱくして説き続け、訴え続ける以外にありません。 

 基本的な計画と準備ができているかという、山行のチェックと、山行中の具体的な注意を事前に徹底して

行う事。登山者ひとりひとりが細心の注意をはらう事しかないと思います。 

※具体性には欠けましたが、一通り安全について述べてみました。まだまだ足りない事はたくさんあると思
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いますが、一人一人が勉強し、実践し、反省して行く事で事故が減らせるのではないかと思います。 

なお文章は、以前実施していた初級登山教室のテキストからの抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪案内≫ 

９月県連山岳交流会のご案内 

滋賀山友会 

日時  ９月１２日（土） 

目的地 比良・ヤケオ山 

集合場所・時間 ＪＲ近江舞子駅 8：00 

コース 近江舞子駅 8:30出発――堰堤登山口 9:00―峠 9:30―P761.10:30―11:20ヤケオ山

12:20―峠―14:30JR 近江舞子駅 

申し込み先 豊田 toyoda@eos.ocn.ne.jp 

締め切り     9月 2日（水） 

 

比良雪稜会 

日時 ９月２７日（日） 小雨決行  

目的地 打見山（清掃登山を兼ねる。他会の受入れは５，６名） 

集合場所・時間及びコース 

①  コース 白滝山・打見山(定員 20 名) JR 堅田駅８：３０集合 堅田駅 8:50 発＝(バス)＝坊村

－白滝山－オトワ池－打見山＝(ロープウェイ)＝山麓駅 

 ②コース 小女郎峠・打見山 JR 蓬莱駅９：００集合 蓬莱駅－小女郎谷登山口計量－小女郎峠

－小女郎ヶ池－蓬莱山－打見山 ＝(ロープウェイ)＝山麓駅 

 ＜持ち物＞ 水、昼食、雨具、その他日帰り装備。 レジ袋、ゴミ拾い用トングがあると便利です 

＜参加費＞ 堅田から坊村のバス代(20 名コース 白滝山・打見山(定員 20 名) JR 堅田駅８：３

０集合 堅田駅 8:50 分)は、江若交通さんのご協力により半額、 残り半額は県連より補助が受け

られる見込みです。 また下山のロープウェイは、びわ湖バレイさんのご協力により、無料で す。  

＜申込み＞ ①コース 西村(高) kazuyo-buna@river.sannet.ne.jp 

 ②コース 近藤 konkonpilo-hirasetu@yahoo.co.jp 

mailto:toyoda@eos.ocn.ne.jp
mailto:kazuyo-buna@river.sannet.ne.jp
mailto:konkonpilo-hirasetu@yahoo.co.jp
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 ＜締切り＞ ９月２０日 

ちごゆり山歩会 

日時 ９月２７日（日） 雨天中止 

目的地 リトル比良・岳山（清掃登山を兼ねる） 

集合場所・時間 ＪＲ近江高島駅 ９時 

コース 高島駅→大炊神社→岳山（往復） 

コースタイム：４時間  所要時間：５時間半 

申込〆切 ９月２２日 柴田 0771-23-0845（ＦＡＸ 可） 

＊ただし状況によって交流山行は行えない場合もあります 

 

シャクナゲ遡行クラブ 

 日時  9月２７日 （日） 

 コース 坊村～鎌倉山～町居 

 集合場所・時間  坊村 8：30 

 申込〆切 ９月２０日 太田 090-2283-1620 

 

彷徨倶楽部 

日時  ９月２７日（日） 

目的地 リトル比良・見張山 

集合場所・時間 ＪＲ近江高島駅 ７：５０ 

申込〆切 ９月２３日 山元 gennosuke17320@ares.eonet.ne.jp。 

湖南岳友会 

 9月 6日（日）予定されていた比叡山交流山行は中止になりました。 

  （当分の間、会山行は中止されます。）                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 間ノ岳 2018.7.31 比良雪稜会小原邦雄撮影 
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一歩先の山へ！ 

--- ステップアップ登山講座 2020 開講のお知らせ（第 2 報）--- 

この講座は、自分の技術や経験ではちょっと心配、でも登ってみたい。そんな「一歩先の

山」を目指す人を対象にしています。山は一期一会。山は逃げます。「登りたい」と思った時

がその時です。心に残る山登りを体験して山の世界を広げましょう。山行後に LINE ミーテ

ィングによる反省会を行い、技術と知識の確実な習得を図ります。また、新型コロナウイル

スの感染予防に十分配慮した講座運営を行います。 

■新型コロナウイルス感染予防対策 

１. オリエンテーション  LINE グループミーティングを使用して行います。 

２. マスク、消毒薬  講座でも用意しますが、原則受講生各自で用意をお願いします。 

３. 一人用テント  ３密を避けるため一人用テントを用意してください。 

４. 食事  感染予防に留意して炊事します。詳細はオリエンテーションで説明します。 

■日程と山域（案）：  

No. 日 程 山 域 内 容 

1 9/7（月）20:00～21:00 オリエンテーション 

 

2 9/19-22（火） 北ア・裏劔池ノ平～仙人池 岩稜、テント泊 

3 10/10-11（日） 頚城・荒菅沢～雨飾山 紅葉のスラブ 

4 10/31-11/3（火） 南ア深南部・信濃俣～光岳  読図 

5 11/14-15（日） 

） 

南ア深南部・バラ谷の頭 本邦最南2,000m峰 

実技講習は原則前夜発で実施します。 

■講  師：秋田誠（彷徨倶楽部）、クライミング研究会会員および外部講師 

■講習内容： 

1．無雪期テント泊、ビバーク技術 

2．秋山の気象、読図 

3．岩稜通過技術、ロープワーク 

■募集人数：8 名程度 

■受講料： 

１回 2,000 円、テキスト、資料代を含み

ます。この他、実技講習の交通費、食費が必

要です。申込金は要りません。 

■申込み／問合せ： 

TEL 090-3727-3721（秋田） 

（18:00-21:00 にお願いします。） 

ショートメールも可 

e-mail dekameno@gmail.com 

■申込期限：9 月 3 日（木） 

 

北アルプス・劔岳 
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ＺＯＯＭ会議議事録 

日 時 ８月５日 水曜 20：00～20：40   招待メール前日 8/4送信 

出 席 友永、中島、今村、藤関、渡壁、山元、宮内 ７名参加 

                 （理事会定数 11名） 

欠 席 （連絡あり）高玉、古川・平山、池田、田中 

 

 

議 題  

 1. 9 月交流月間 について 担当・教育遭対 

コロナの影響がまた出てきている状態での交流月間を再考してはどうか（岳友会） 

各会の判断に任せる。他会からの参加を認めるか各会に確認する。 

             ８月号県連ﾆｭｰｽ掲載済み    ９月号県連ﾆｭｰｽ予定 

山友会  9/12 土  比良・中井新道～ヤケオ山          詳細連絡済み 

岳友会  9/6  日    比叡山     他会からの参加は遠慮してもらう 

雪稜会  9/27 日  比良・①白滝山～打見山(清掃登山)   

② 小女郎峠～打見山(清掃登山) 

  彷徨   9/27  日  リトル比良・見張山          詳細連絡済み 

  ちごゆり 9/27 日  リトル比良・岳山(清掃登山)     詳細連絡済み 

  シャクナゲ 9/27 日  坊村～鎌倉山～町居        詳細連絡済み 

 

2. 秋の「清掃登山」について   

1.米原市・伊吹山（10/4 山友会）     

2.多賀町・高室山（ /  岳友会） 

3.近江湖南ｱﾙﾌﾟｽ・天狗岩（10/4 山友会） 

4.竜王町・雪野山（11/8 彷徨） 

5.比良・２コース（9/27 雪稜会） 

6.ﾘﾄﾙ比良・岳山（9/27ちごゆり） 

7.シャクナゲ 特に計画しない 

  改めて依頼文を発送 7/27  

滋賀県環境事業公社、近江湖南ｱﾙﾌﾟｽ自然休養林管理運営協議会 

江若交通 帝産湖南交通  

    

3. 延期していた「山登りを始める人の講習会」日程・会場決定 

  10/11 日 前回予定の滋賀県スポーツ会館  

  受付 9 時 30 分～ 開始 10 時～12 時 

      受講生は、25 日の登山祭典への実技参加可能とする。 

  参加者は、3/8 に申し込まれた 36 名に連絡する。8/20 以降に 
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  当日スタッフ参加できる理事 

  （                            ） 

4 「勧誘ちらし」進捗状況について 担当・組織部 

 ・ＱＲコードでスマホからアクセスしやすくした。 

 ・四季の写真を新しくした。 

 ・紹介文は、各会で確認して訂正あるものは、盆明けに連絡のこと。 

 ・９／２の理事会に各会に配布予定 （印刷    枚発注） 

5. 代表者会議について １１月４日 開催予定 

  ＺＯＯＭでの参加もＯＫとした会議を検討する。明日都浜大津会議室 

  議題  

 ・救助隊について 

 ・県連事務所について 

 ・理事会・理事の削減について  

・その他 議題を考える  

 

6. 各部報告  

・組織 会員数動向（前年年度末    ／207） ７月末の会員数の報告 

   山友会  岳友会  雪稜会  彷徨   ちごゆり   ｼｬｸﾅｹﾞ    2020.7/2020.6  

65/65    41/42  44/45  9/9    17 /17    5/5      181 /183 

(32+33)   (22+19) （26+18） (6+3)   （7+10）  (3+2) 

 

・自然保護部    

中島理事に雪稜会から連絡事項 放射線測定器を 9/2 の理事会に持参のこと。 

・教育・遭対部 

・機関紙部：表紙写真（雪稜会依頼済み）エッセイ（雪稜会秋本氏に依頼済み） 

交流月間の詳細原稿（今村） 

清掃登山の原稿 掲載予定なし 

10/25 登山祭典の一覧（担当・組織部） 

コース等一覧に必要な項目を連絡のこと 8/15 までに決めて 

９月号（8/15 締め切り）１０月号（9/15 締め切り） 

      

・財政部 

・ＣＳＳ ステップアップ登山講座 2020（県連ﾆｭｰｽ８月号済）開講 ９月～１１月  

・SKI・NET 

 

4.その他 覚え書き 

  

 ・来年度の総会日程 2021.3.7 スポーツカ会館 予約済み 

 ・安全対策基金の申請 ４月に申請済み 
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 ・全国基金担当者会議 (6/20～21・全国連盟事務所)  延期 11/15 午前中に決定 

・労山創立 60 周年記念行事(6/21・東京) 延期 11/14（土）に決定。申し込み 

・近ブロ代表者会 10/21 大阪府連事務所 19 時 30 分～ 

・全国遭難対策担当者 Web会議 (7/4～7/5) 済み  

・京都府連のＨＰに８月号機関誌に報告あり、閲覧可能です。 

 

次回 第 5 回理事会 9/2 水曜日 19:00～20:30 明日都浜大津フリースペース 

 

 

 

 

 

 

ぐうたら会長のつぶやき 

 外出規制が解かれてからもコロナの感染者は増え続けていますが、いつまでも山行を自粛していても始

まりません。山は、三密でもないし、換気も必要ありません。ただ人と人の接触は避けられません。言われ

ているようなコロナ対策を十分にして、ある程度距離をとって行動すれば大丈夫だと思います。 

 山行を再開した人も多いようですが、各地で事故が発生しています。登山道も手入れがされず悪くなって

いると思います。また山行を控えていたので体力も落ちています。無理をせずに西川きよしではありません

が、小さな山からコツコツと再開して行きましょう。 

 私も２か月振りくらいに音羽山に登ろうと家を出ました。久し振りに東海自然歩道を歩こうと勇んで歩き始

めたのですが、最初の階段登りに息も絶え絶えになってしまいました。それでも頑張って進んだのですが、

途中にあるベンチを見た途端、登ろうと言う意思が影も形も無くなって休んでしまいました。時間も早かった

のでしばらく昼寝をして下山しました。家にいると体力や筋力も衰えますが、それ以上に山に登ろうという意

欲が失われてしまいますネ（私の場合）。翌週リベンジと言うことで計画したのですが、大谷に着いた途端、

あの階段を登るのかと意気消沈してしまいました。とうとう音羽山も私の手に余るようになってしまったよう

です。それでも山を歩いた気分くらいは味わいたいと、東海自然歩道を音羽山とは逆に上栄町まで歩きまし

た。今の私にはちょうど良いと感じました。これから少しこのコ－スを歩いてみようかと思っています。 

比良の沢、第 13 弾です 

Ｎo467 88－５     蛇谷ケ峰(灰処谷)    1988 年５月 13 日 晴 

(コースタイム) 

朽木役場前 8:35---9:05指月谷出合---9:10取水口 9:20---10:00林道終点---12:05登山道出合---12:15 

蛇谷ケ峰 12:35---13:05 ボボフダ峠---14:45 植谷堰堤---15:00 桑野橋 

本年度８月に理事会は予定されていませんでしたが、コロナ禍理事間の意思疎通を図るため、リモート

で臨時会議を開き、参加可能な理事で、スケジュール・担当の確認、情報の共有等を行った。 

今後もこの状況は続くと思われ、リモート形式で正式な理事会を実施する方向で議論しています。 
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(報告) 

 大峰の沢に行く予定だったが、飲み過ぎてお金が足りなくなったので、蛇谷ケ峰の灰処谷に変更した。詳

しい記録が無いので楽しみだ。風が強く、時折り太陽が雲に隠れるが、まず晴天の部類か。朽木役場前で

バスを降り、橋を渡って対岸の車道を辿る。入部谷、知善寺谷、与市谷と過ぎる。蛇谷ケ峰の山肌は輝くば

かりの若葉で飾られている。華やかな美しさではなく、柔らかな美しさとでも言おうか。やがて指月谷出合。

バス停より 30分だった。少し行き取水口で入渓。しばらくは平凡な流れ。５分で滝の谷出合、左の灰処谷に

入る。すぐ堰堤があり右から越えた。大きな釜を持つ３m ほどの小滝があった。右をへつって滝身を登りだ

したが、スリップし釜の中に滑り込んだ。油断大敵だ。早々の水浴びで身も心も引き締まった。時々吹き抜

ける風に震えながら遡行は続いた。ふと見ると岩の上に亀がいた。こんな所に亀がいると不思議に思った。

しばらく亀をいじくり回して遊ぶ。水に戻して先に進む。やがて３m ほどの滝を二つ持つ小ゴルジュに出た。

ここは難しそうだったので右から巻いて通過。すぐに再びゴルジュ。洞窟のような感じで上から水が滴って

いる。２段７m ほどの滝が懸かっていた。直登で越える。沢はこんな時の気分が最高だ。上に３条の滝。左

は林道からの排水だ。登ると林道の終点だった。時計を見ると 10 時。再び平凡な流れが続く。10 時 25 分

二俣を右に入り、10 時 55 分次の二俣に着く。ここは左に入る。７m の滝が懸かっていた。再び二俣に出て

左に入る。ここが地図で流れが大きく左に曲がる所です。３段 15m の滝を２段目まで登り、３段目は自信が

無かったので右から巻く。滑り易い泥の斜面で気持ちが悪かった。その上は右側にシャクナゲの木が多い

30m ほどの壁が続いている。流れの中にたくさんのシャクナゲの花びらが落ちていた。左側に 30m ほどの

岩壁が姿を見せて源流帯となる。後は流れの水量が多い方へ登り続けた。12 時に水切れとなり、薄い藪を

登り詰めて小尾根に出る。そのまま登ると蛇谷ケ峰と反射板のあるピ－クの間の登山道に出た。12 時 15

分蛇谷ケ峰の山頂に着く。今日は伊吹山や湖北の山々、京都北山など、凄い強風だったが 360°の展望

が楽しめた。下山はボボフダ峠より植谷へとる。道は植谷峠までしっかりしていたが、峠からの下りの植林

地で道を失い沢に下った。沢沿いに左右に流れを渡りながら下り続け、魚の谷出合付近からはっきりした

踏み跡となった。遡行価値は無いと書いてあったが登る人次第ではないだろうか。滝は少し大きめのが３つ

あった。水量が増えた頃に堰堤に出る。はっきりした道となり 14 時 55 分車道に出て、15 時桑野橋バス停

に着いた。灰処谷は、蛇谷ケ峰への楽しめる登路だと思います。 

会長 友永芳和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影者 湖南岳友会 蒲生 泉 氏              
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２０２０年１０月号の原稿は、９月１５日〆切です。 

原稿の投稿先は tfurukawa@dj8.so-net.ne.jpまで、 

用紙サイズはA4、フォントは本文 1１～1２、タイトル 1４～1６、 

余白は上下左右 19ｍｍとし、 

使用する写真は 200KB 以内としてください。 

皆様のご協力をお願いいたします。 
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